
 

 

 

 

 

 

 

 本日のお客様は岡谷市国際交流協会の国際交流員、メルヴィン・サラザー様です。後

ほど、プログラム委員より詳しいご紹介をしていただいた後、卓話をしていただきますので

よろしくお願いします。 

 

 さて、今日は最近少し疑問に思っていることをお話したいと思います。皆様はどのように

お考えでしょうか。 

国の借金、10 年度末に 973 兆円 国民１人あたり 763 万円！ 

上記は今年の 1 月 25 日の MSN 産経ニュースの見出しです。本文には「財務省は 25

日、2010 年度末の国債と借入金、政府短期証券を合わせた国の債務残高が 973 兆 1625

億円に上る見通しだと発表した。空前の 1000 兆円に迫り、国民１人あたりで換算すると、

約 763 万円に上る」と報じていました。 

 

 国の借金は誰かが国に貸しているからあるわけですが、だれが貸しているかというと国民

です。赤ん坊を含めて国民一人当たりが 763 万円を国に貸しているはずなのに、どうして

それが国民の借金にすり替わってしまうのでしょう。 

 日本政府は借金だけでなく資産も持っています。不動産などを除いても日本政府は、実

は世界最大の金融資産を保有しています。それは二位のアメリカの約倍の額です。それ

から資産と負債の差額、つまり純資産も世界最大です。 

 

結論としていうと、日本は世界最大の金持ち国家なのです。 

 政府の借金はどんなに膨らんでも、対外債務でない限り何の心配もありません。日本は

対外債務がほとんどないどころか、世界最大の対外純資産国であり続けています。 

国債には償還期日があり利息も支払われていますが、それが滞るということは未来永劫

ありません。なぜなら国はお札を発行することができるからです。 

一万円札を印刷する費用は 16 円です。これを個人でやれば偽札作りで犯罪になります

が、国家はそれが合法的にできるのです。 

会 長 挨 拶 
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 世界一裕福な国に住んでいながら、消費税を上げなければやっていけないとか、公共事

業をやめて緊縮財政をしなければならないなどいう政治家や評論家が多いのには驚かさ

れます。 

国の借金を子孫に残してよいのかとか、いまにも日本という国が破綻するかのような国

民の不安を煽るだけの報道はもう止めてほしいと願うものです。 

 

 

 

社会奉仕委員会   6/6 の諏訪湖清掃には多くの方のご参加ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

今日はお招き頂き、ありがとうございました。 

「固定概念を打破するために」のことについて、お話したいと思います。このタイトルは少

しかたぐるしいですが、話の内容は身近にあることです。 

 

私は２１歳の時、母国フィリピンで開催されたエッセイコンテストで賞を取ることができ、そ

の賞品の短期留学で初めて来日することができました。 

ある日、東京で通っていた学校の通学路にあるファストフード店で周りを気にせずにサ

ラリーマンがポルノ雑誌を読んでいるのを見ました。保守的な国から来た私はとてもショック

を受けました。フィリピンでは、それをこっそりとやるのは常識です。もし私の国で同じことを

すれば、周りの人から「変態だ」と騒がれてしまいます。失礼かもしれませんが、私には、そ

の時、日本のサラリーマンはそうゆうことが好きな卑猥な人たちだと思いました。しかし、社

会人になってから出張などで何度も日本を訪れてみると、そういった人々は特殊な人たち

だと気づきました。 

 

そして今、わたしは国際交流員になり、5 年間ずっと長野県で暮らしているのですが、昨

年の 12 月、夜の８時頃日本人の友達と私の家のすぐそばを散歩をしていると、3 人の私服

警官に立ち止まるよう声をかけられました。その時彼らが要求してきたのは身分証の提示

でした。私が「何の目的ですか？」と問うと、彼らは「念のためだ」と答えました。そこで日本

人の友達が「私の身分証も必要ですか？」と問うた時彼らは「必要ない」と答えました。 

彼らは外国人である私の身分証の提示だけを要求したのでした。さらに「どこの国から

観光に来たのですか？」と聞かれました。彼らが私の顔を見て外国人であると決め付けた

のです。何より腹が立ったのは外国人は胡散臭いと決め付けられた事だったのです。しか

し後に冷静になって 事を振り返ってみると 「彼らは２１歳の時の私と一緒なんだ」という事

に気がつきました。無知である彼らは”外国人＝怪しい”と決め付けてしまい、”日本のサラ
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リーマン＝卑猥”だと決め付けていた以前の私と一緒だったのです。多くの日本人と関わ

ってきた私はその固定概念を打破する事ができたのですが、彼らは外国人と交流する機

会が少なく、無知であったために、その固定概念を持ち続けてしまっていたのです。 

 

仕事でも同じ様な経験をしました。小中学校を訪問し、母国を紹介しているのですが、

いつも初めにフィリピンに対するイメージを聞くと、返ってくる答えは相変わらず、どこへ行

っても「バナナ」だけでした。 

さらに、小学校で生徒たちと交流する中で「うわぁー、やっぱ り外国人のにおいは違うよ

ねー」と言われたことがありました。その時、私がつけていた香水は日本のどこにでも売っ

ているような、在り来たりなものであったにも関わらずです。そして、その後気づいたのは昨

年の１２月と同じ事でした。無知である彼らは”外国人＝違うにおいがする”と決め付けてし

まっていたのです。 

その出来事で私は彼らのような無知な人たちが外国人に対して抱いてしまう固定概念を

変えるために、国際交流の場をもっと増やし、外国のことをもっと知ってもらおうと決意した

のです。 

 

国際交流員である私がまず始めに行ったことは、岡谷市国際交流協会のスタッフと一緒

に、国際交流の場を企画することでした。例えば音楽を通じての交流会や国際結婚がテ

ーマの座談会などです。どの催しも意見交換などができ、興味深い異文化交流ができまし

た。さらに教育の面でも、異文化に対する知識を深めるために、学校訪問や国際理解講

座を開催しました。子供達は私が教える事柄に素直に反応してくれて、教える側としてもと

ても楽しく、いい経験になりました。大人の方々もたいへん興味を示してくれて、多くの反

応をいただき「自分が国際交流を進めているんだ」という実感が得られました。 

 

日本人ではない私たちが日本人に抱く固定概念も多々あります。例えば、日常で頻繁

に握手やハグなどを全くしないことから、日本人は冷たい人たちだと思っていました。他に

も、家族間ですらキスなどはせず、家族の絆もあまり強くないのだと思っていました。しかし、

日本人の友達たちを通して日本人の家族には別の形での愛情表現があるのだと知りまし

た。例えば「おかえり」と「ただいま」の挨拶などです。私には日本人の友達がいて、日本語

も理解することが出来たので、それらの愛情表現があるのを知ることができましたが、日本

語があまりわからない外国人はその存在にも気づかず日々を過ごしているのです。彼らは

日本語をもっと学び日本に対する考えを改めるべきだと思います。 

さらに外国人があまりなじみのない地域活動に積極的に参加し人々との関わりを増やし

お互いに理解を深めるべきだと思います。”和をもって尊しとなす”という日本のことわざが

あります。その意味は、世の中で最も尊く、大切であるのは人々がお互いに理解し仲良く

平和に暮らすことだというものです。私自身その事が最も重要であり、尊いものであると思

います。 

 

その考え方を広め、それぞれが抱いてしまう固定概念を打破するために、日本人である

皆さんも、日本人ではない私たちも異文化理解を進め、国際交流をもっと深めるよう努力

するべきだと思います。 

 

 

 



 

 

 

井上保子・梅垣和彦・小口成人・小口雅弘・小口泰史・尾関秀雄・笠原祥一・笠原新太

郎・北村正春・小出 篤・小松正二・佐藤有司・高木昭好・竹村一幸・濵 透・林 裕彦・林 

靖高・原 史郎・平沢清文・藤森睦美・宮坂 伸・宮坂宥洪・宮坂宥澄・宮澤由己・矢崎宏

明・矢島 進・山岡晴男・山岡正邦・山岸邦太郎・山崎典夫・中村文明  岡谷市国際交

流協会メルヴイン・サラザー様を心より歓迎いたします。 

大橋正明  諏訪湖清掃すっかり忘れていました。全く申し訳ありません。ザンゲ申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

会員数４７名、出席者３６名、出席率７６.６０％、前々回訂正８０.８５％ 
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＜ロータリーカード入会のお願い＞  

お買い物をする際にはロータリーカードで！！  

自己負担なしで自動的に財団へ寄付することができます。  

(注：クラブ番号＝14231・オリコカード営業部 03-5877-5531)  


